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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 マイコプラズマはfastidious bacteriaの一つとして

複雑な栄養素を要求する．ヒトの非定型肺炎をおこす

Mycoplasma pneumoniaeやヒトを含む獣鳥類から分離

されるマイコプラズマはいずれも栄養素の一つとしてス

テロールを要求する．ステロールを要求しないマイコプ

ラズマはアコレプラズマAcholeplasmaとよばれる。ス

テμ一ル以外の栄養素についても菌種によって差が見ら

れ，その差はおそらく菌の表面構造にも大きく関係し，

したがって菌の抵抗性，病原性等にも違いが生じるもの

と考えられる．

 本研究においては，脂肪酸，特に長鎖の脂肪酸がその

種類，濃度によりあるものにとってはgrowth factorと

なり，またあるものにとってはinhibitQrとなる場合が

あることをステロール要求株，非要求株について検討し

た．

 研究方法

 使用菌株：Acholeplasma laidlawii PG 8， Mycoplama

homlnis type 1・c， Mycoplasma pneumioniae FH

 培地：基礎培地としてマイコプラズマ液体培地（北

研）を用いた．5％血清画分周培地にはマイコプラズマ

血清画分（北恵）を標準使用量の1／4量加えた．1％ア

ルブミン加培地はbovine albumin（Sigma，脂肪酸プリ

ー）を1％となように加えた．

 脂肪酸はオレイン酸，リノール酸，ステアリン酸，パ

ルミチン酸，ミリスチン酸をそれぞれエタノール溶液と

して，培地滅菌後加えた．

 実験方法：各菌株をそれぞれの液体培地に接種した日

から毎日一定量を寒天培地上に希釈培養して出現した集

落数をしらべた．

 結 果

 A。laidlawiiについては，基礎培地に脂肪酸を1μg／ml

加え．た場合は，ステアリン酸が発育を抑制したが，その

他の脂肪酸はcontrolにおける発育とほとんど差がなか

った．10μg／ml加えるといずれの脂肪酸も発育を抑制し

た．

 5％血清画分団ないし1％アルブミン加培地では，脂

肪酸濃度10μg／m1でもステアリン酸を除いてはcontro1

と同程度の発育を示し，特にオレイン酸，ついでリノー

ル酸が発育を促進した．

 M．pneumoniaeについては5％血清画分加培地では

脂肪酸濃度1μglmlの場合，パルミチン酸以外の脂肪酸

はcontmlの発育と差がなかったが，50μglmlでは各脂

肪酸とも発育を阻害した．

 1％アルブミン加培地で脂肪酸濃度50μg1・nlでは，オ

レイソ酸はあきらかにgrowth factorであり，パルミチ

ン酸がやや発育を抑制したが，その他はcontro1の発育

とほとんど変らなかった．

 M．hominisについては，培地に加えられたそれぞれ

の脂肪酸による発育の差は認められなかった．

 結論
 ステロール非要求株であるA・1aidlawiiについては，

ステアリン酸は発育を抑制したが，アルブミンの存在す
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る培地中では，オレイン酸，それについでリノール酸が

growth factorとして利用された．

 ステロール要求株のM．pneumoniaeでは，パルミチ

ン酸がややその発育を抑制したが，アルブミン濃度の高

い培地中ではオレイン酸をgrowth factorとして利用し

た．

 M・homlnisはM。 pneumoniaeと同様にステロール要

求株であるが，特にgrowth factorおよびinhibitorとな

る脂肪酸はみられなかった．

 以上，マイコプラズマの発育に及ぼす不飽和脂肪酸の

影響は，菌のステロール要求性とは関係が見られず，抑

制的に働く脂肪酸でも，アルブミンの存在下ではかえっ

て発育を促進する場合があることが示された．

論 文 審 査 の 要 旨

 増殖に必要な諸成分の自己合成能が貧弱なマイコプラズマは，試験管内培養ではrichな栄養環境でし

か増殖できず，また生体内では主として粘膜表面に細胞から栄養分の補給を受けて増殖態勢に入るものと

考えられる．増殖環境における長鎖脂肪酸の存在は，増殖を促進する場合と逆に抑制する場合のあること

は他の細菌でも認められているが，本研究では血清アルブミンが同時に存在することによって増殖抑制面

がマスクされ，促進面が働く脂肪酸のあることが明らかにされ，かかる脂肪酸が有効に細菌にとり入れら

れ，構成分の一部として利用されていることを示唆している．学術上価値ある論文と認める．
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